
外傷後成長の成立に関わる要因の検討	

〜児童期の震災体験〜 

○山田	 冨美雄 

関西福祉科学大学心理科学部 
キーワード：外傷後成長、PTG-J、PTSD、ストレス

背	 景		

	 震災や風水害などの自然災害は、子どもたちに恐怖や喪失

などの外傷体験を与え、直後から特有のストレス症状が現れ

る。これは急性ストレス障害であり、時間経過とともに症状

は消失してゆく。ところが半年を超える時間がたった後に、

不安やうつ、怒り・混乱などの精神症状を伴う回避行動や社

会的不適応などの症状が現れることがある。これは外傷後ス

トレス障害（PTSD：Posttraumatic Stress Disorder）と呼ばれる。
筆者は阪神・淡路大震災（1995 年）の直後から、被災地小中

学校児童を対象としたストレスマネジメント教育活動を行い、

PTSD発症予防に早期のストレスマネジメント教育が有効で
あることを報告してきた（服部・山田,1999；山田,2016）。ま

た同時に自分を知ろうチェックリスト」を用いたストレスマ

ネジメント教育の後、児童の「愛他性」が成長することを認

めている。このように、震災後に子どもたちの心の成長が顕

著に表れる可能性については、経験則として従来から存在は

していたが、自己概念や対人関係の成長という実態が明らか

にされ、外傷後成長(PTG :Posttraumatic Growth)と名づけられ
るに及んで（Tedeschi & Calhoun,1996;宅,	 2010）、より詳細
な調査が必要になってきた。	

	 筆者は 2016 年２月に、阪神淡路大震災被災児を対象とした

Web 調査を実施し、PTG 測定尺度の妥当性を検討した（山田

ら,2017）。今回は、阪神淡路大震災に東日本大震災と熊本震

災の被災地を対象に加え、３地区での PTG 尺度の比較、災害

時の PTSD 症状との関係について検討した 2017 年 3 月に実施

した Web 調査の結果を報告する。	

	 目的	 PTG の成立に、災害経験時の年齢と PTSD 症状の程度

がどのように関係するかを、Web 調査により明らかにするこ

とを目的とする。	

方	 法		

	 対象者	 日経リサーチを用い、Web による調査を実施した。

阪神淡路大震災対象地区として大阪と兵庫在住549名（男270

名、女 279 名）、東日本大震災対象地区として青森、岩手、宮

城、福島、茨城、栃木、千葉在住 551 名（男 271 名、女 280

名）、熊本地震対象地区として熊本、大分、福岡、佐賀、長崎、

宮崎、鹿児島在住 547 名（男 273 名、女 274 名）が調査対象

となった。なお対象年齢は 27〜42 歳、各年齢で 100 名（男女

同数）を目標として同調査会社のモニターに応募をかけた。	

	 調査期間	 調査は 2017 年 3月 24日〜29日の 6日間で目標

数に達した。	

	 調査項目	 ①PTG	 21 項目、②PCL-S	 17 項目、③幸福感尺

度4項目、④レジリエンス尺度6項目、⑤自己効力感23項目、

⑥楽観主義–悲観主義 20 項目に加え、最も大きな影響を与え

たと思われる自然災害（阪神淡路大震災、東日本大震災、熊

本地震、その他のうちどれか）、震災時の住居地、被災後の体

験などについての質問 13 項目などであった。	

	 分析	 PTGI-J は 17 項目からなる 1 因子尺度とみなして分
析を行った（山田ら,2017）。	
	 倫理的配慮	 対象者へは研究目的，匿名性の保障などの倫

理的配慮について口頭で説明をおこない調査用紙の提出をも

って同意を得たものとした。 
結果および考察	

	 図１に被験者が自分に最も影響を与えた災害と回答した自

然災害条件の平均 PTGi-J得点を男女別に示す。阪神淡路、東
日本、熊本の３震災の平均 PTGi-J 得点は、「それ以外」およ
び「ない」の回答より有意に高く、また３つの震災間に有意

差はなく被災時の年齢は PTGの成立に影響しなかった。 
	 PTGi-J得点は PCL-S得点と有意な正の相関を示し（阪神淡
路、東日本、熊本の順に r=.319、.374、.419）、PTSD 症状が
強いほど PTGの成立が強かった。	

	

図１	 自然災害間の平均 PTGi-J 得点を男女別に示す	
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